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感
染
症
と
の
共
存

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
１９
流
行
か
ら
得
た
知
見
―

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
し
た
。
冬
場

に
流
行
し
猛
威
を
ふ
る
う
こ
の
感
染

症
は
、
普
通
の
風
邪
と
異
な
り
強
力

で
、
対
策
の

一
環
と
し
て
多
く
の
方

が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年

間
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数
は
激

減
し
、
ほ
と
ん
ど
流
行
せ
ず
、
ダ
ブ

ル
で
の
感
染
拡
大
を
恐
れ
て
い
た
多

く
の
医
療
従
事
者
は
、
肩
透
か
し
を

食

っ
た
格
好
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
が
既
に
存
在
し
毎
年
接
種
し
て
い

た
の
で
す
か
ら
、

こ
の
事
実
だ
け
見

る
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
対

策
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
よ
り
、
は
る
か

に
、

マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
外
出
自
粛

の
方
が
有
効
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

ワ
ク
チ

ン
は
、
「当
た
る
も
八
卦
当

た
ら
ぬ
も
八
卦
」
と
椰
楡
さ
れ
て
い

ま
し
た
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
イ

は
じ
め
に

パ

ン
デ

ミ

ッ
ク
と
い
う
暗
く
長

い

ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
た
先
に
、
私
は
人

智
を
超
え
た
地
球
上

の
生
命

の
あ
る

種

の
法
則
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
昨
年

五
月
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１

１９

が
感
染
症
分
類
で
五
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
と
、
人

の
流
れ
は
徐
々
に
戻

り
、
日
常
は
活
気
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
誰
し
も
が
厄
介
な
感
染
症
と

の

闘

い
は
、

こ
れ
で
終
わ
り
と
考
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策

の

縮

小

を
待

っ
て
ま

し

た
と
ば

か

り

に
、
小
児
を
中
心
と
し
て
、　
ヘ
ル
パ

ン
ギ
ー
ナ
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
、
矢
継
ぎ
早
に

流
行
し
た
の
で
す
。

ヘ
ル
バ
ン
ギ
ー

ナ
は
過
去

１０
年
で
最
大
の
流
行
と
な

り
ま
し
た
。

確
か
に
、
こ
の
約
二
年
半
に
お
よ

ぶ
国
を
挙
げ

て
の
感
染
症
対
策
は
必

要
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
昨
今

の
感
染
症
動
向
を
見
る
限
り
に
お
い

て
、
所
詮
、
人
類
は
感
染
症
と
共
存

す
る
し
か
な

い
の
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
・
１９
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
、
私
た
ち
が
最
も
注
意
す
べ
き

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る
方
も

一

定
数
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
Ａ
型
と

Ｂ
型
の
両
方
に
催
患
し
て
し
ま
う
気

の
毒
な
患
者
さ
ん
も
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
感
染
症
対
策
の
縮
小
後
、

冬
を
待
た
ず
し
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
患
者
急
増
を
日
の
当
た
り
に
す
る

と
、
集
団
免
疫
の
形
成
に
は
、
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
の
定
期
的
流
行
が
必
要

と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

感
染
症
と
の
共
存

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
半
に
わ
た

る
経
験
か
ら
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策

を
長
期
に
続
け
る
こ
と
で
、
そ
の
後
、

様
々
な
感
染
症
が

一
気
に
流
行
す
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
と
く
に
子
供

は
、
適
切
な
時
期
に
、
順
番
に
感
染

症
に
罹
患
す
る
こ
と
で
、
免
疫
力
を

高
め
、
強
く
成
長
す
る
訳
で
す
か
ら
、

世
代
に
よ
る
感
染
症
と
の
向
き
合

い

方
、
感
染
症
対
策
の
あ
り
方
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
と
言

っ
て
、
全
く
の
無
防
備
状

態
で
感
染
症
と
対
峙
す
る
こ
と
は

き
ま
せ
ん
し
、
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

人
に
生
来
備
わ
る
免
疫

シ
ス
テ
ム
を

働
か
せ
、
そ
の
防
御
機
能
を
最
大
限

活
か
す
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

健
康
と
免
疫
力
に
と

っ
て
重
要
な

要
素
に
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
是
非
、
日
光
浴

と
光
線
療
法
を
加
え
て
く
だ
さ

い
。

日
光
浴
と
光
線
療
法
で
、
身
体
は
温

ま
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
産
生
さ
れ
、

免
疫
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
感
染
症
と

共
存
と
い
う
ご
く
当
た
り
前
の
元
の

生
活
に
戻
り
ま
す
。
そ
の
時
に
大
切

な
の
は
、
個
人
個
人
の
免
疫
力
で
す
。

ご
愛
用
者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
々
の
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で
免
疫

力
を
高
め
、
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。

賀
令
和
六
年

元
旦

東

京

光

線

メ

デ

ィ
カ

ル

サ

ン
ア
モ
ー
レ

（
二
十
九
日
か
ら
四
日
迄

体
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）
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はつらつさん2号自動型が
マイナーチェンジしましたノ

平素より、サナモアをご愛顧いただき誠にありがとうございます。

2024年 1月 、弊社光線治療器「はつらつさん2号自動型」は、マイナーチェンジ
を実施 しました。これまでに、ご愛用者様から寄せられた貴重なご意見をもとに

改良した部分もあり、より使いやすい治療器になっていると思います。

この度の変更点は下記となりますが、もし、お買い替えを検討されておりまし

たら、弊社ではマイナーチェンジキャンペーンを行いますので、この機会に是非

ご検討ください。

なお.こ れに伴い、これまでの「はつらつさん2号 自動型」は、昨年12月 末をも

ちまして製造終了となりましたことをお伝え致します。

※キャンペーンの詳細は、弊社までお問い合わせの程、お願い申 し上げます。

総やい
｀
いさ烏
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健康と光線
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時間表示 :残り時間がひとめてわかる

大型デジタルタイマー表示

タイマー設定 :ダイヤル式で操作性が

大幅に向上

プログラム動作 :照射停止後、リセット

ヽ .

“
‥
‥

残り時iヨ
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さ
せ
る
と
と
も
に
、光
線
療
法
の
啓
蒙

普
及
に
邁
進
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
末
永
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

今
年
度
、
サ
ナ
エ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
は
、
六
月
に
東
京
で
開
講

す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
治
療
院
お

よ
び
代
理
店
の
開
業
を
ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
御
東
京
光
線
メ
デ
ィ

カ
ル

（０３
‐
５
７
５
９
‐
６
３
３
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ナ
モ
ア

地
方
部
含
報
憲
ヾ

東
北
支
部
講
演
会
は
、
九
月
八
日

盛
岡

に
て
、
九
州
支
部
講
演
会

は
、

十
月
十
三
日
博
多
に
て
、
多
く

の
ご

愛
用
者
様
、
光
線
治
療
師

の
先
生
に

ご
参
加

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

（
写
真
）
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
や
治
験
例

の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究
会

で

一
す
。　
一
般

の
ご
愛
用
者
様
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

一
四
月
二
十
七
日

（土
）

午
後
二
時
開
始

会
場

一
目
黒
区
民
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
三
階

第

一
集
会
室

今
後
の
講
演
会
予
定

サ
ナ
モ
ア
関
西
支
部
講
演
会

□
時

一
五
月
十
七
日

（金
）

午
後
二
時
開
始

会
場

¨
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

会
議
室
８
０
１

住
所

一
神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町

１

１

Ｑ
）
―

′
４

電

話

一

〇

７

８

‐
３

６

０

‐
３

２

０

０

交
通

一
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
５
分

サ
ナ
モ
ア
東
海
支
部
講
演
会

日
時

一
六
月
二
十

一
日

（金
）

午
後
二
時
開
始

会
場

一
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

会
議
室

１
１
０
５

住
所

一
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

吉
塚
本
町
４
‐
４
‐
３８

電
話

一
〇
５
２
‐
５
７
１
‐
６
１
３
１

交
通

一
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
桜
通
日
か
ら

徒
歩
５
分

東 北 支 部 講 演 会 風 景

住
所

一
日
黒
区
目
黒
２
‐
４
‐
３６

．　
・

講
演
会

に
参
加
を
ご
希
望

の
方
は
、

電
話

一
〇
３
‐
３
７
１
１
‐
１
１
２
１
　

弊
社
ま
で
ご
連
絡

の
程
お
願
い
申
し

交
通

一
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
か
ら
徒
歩
１０
分

・
上
げ
ま
す
。

開 請 日 程

6月 7日 (金 )、 8日 (土 )

会場 目黒区民センター 会議室

目回回因困
(1)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

光線治療器のメンテナンス法

全身多灯照射療法の実践

医学総論

関係法規・開院のための準備

(1)サナモアの名称使用

(2)治療院および代理店開業の際に指導

(3)「健康と光線」への治験例投稿

申し込みの締め切り :6月 1日 (土 )

資格取得者の特典

，
一
　

つ
、）

‘４

　

´
０

第
五
十
五

「光
と
熱
研
究
会
」

関
東
支
部
講
演
会
の
お
知
ら
せ

ロ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

ご

愛
用
者
様

に
お
か
れ
ま
し

て

は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
久
し

ぶ
り
に
穏
や
か
な
お
正
月
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

弊
社
は
、
昨
年

一
年
を
通
し
て
、

社
内
の
業
務
効
率
化
、
Ｉ
Ｔ
化
に
取

り
組
み
、
ス
マ
ー
ト
な
組
織
、
運
営
体

制
の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
、
そ
の
取
り
組
み
が

「竜
頭
蛇

尾
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
進
化

新

年

ヽヽ ヽ 、ぃ、、 聖

「



令和 6年 1月 1日 (4)No.378

五
十
肩
（肩
関
節
周
囲
炎
）
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
の
効
果

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏

報
告

な
ら
理
学
療
法
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
　
一

こ
の
理
学
療
法
の
基
本
は
、
と
に

．

か
く
温
め

て
か
ら
動
か
す

こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
に
は
、
芯
か
ら
温
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
消
炎
、
鎮
痛
、
筋
弛
緩
作
用

が
あ
り
、
骨
も
丈
夫
に
す
る
の
で

一

石
二
鳥
と
言
え
る
の
で
す
。

出
L
例

□

サナモアカーボンの     言

治
癒
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
、
自
覚

症
状
の
改
善
、
後
遺
症
の
予
防
、
特

に
肩
関
節
の
可
動
域
を
確
保
し
た
い

一匿
一験
厠
一暇
一匿

寝
違
え
に
よ
る
症
状
を
サ
ナ

モ

ア
で
改
善

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
爾
姓
前
Ｕ
氏

報
告

症
例
　
５２
歳
　
女
性

症
状
　
当
初
、
肩
関
節
周
囲
に
軽

い

痛

み
を
自
覚
す

る
程
度

で
あ

っ
た

が
、
徐
々
に
痛
み
が
増
し
、
腕

の
挙

上
も
し
に
く
く
、
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
動
作
に
も
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な

っ
た
た
め
治
療
法
の
相
談

で
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｂ
ま
た
は

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、
患
側
の
肩
関

節
を
前
方
、
側
方
、
後
方
か
ら
各

２０

分
照
射
。
そ
の
後
、
頚
部
、
患
側
の
肘
、

健
側
の
肩
に
各
２０
分
照
射
し
た
。
こ

れ
で
肩
の
痛
み
や
筋
肉

の
こ
わ
ば
り

が
和
ら
ぎ
可
動
域
が
拡
が
る
の
で
、

照
射
中
ま
た
は
照
射
後
に
肩
関
節
を

出
来
る
だ
け
動
か
し
、
関
節
機
能
を

維
持
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

五
十
肩
で
は
、
背
部
に
腕
を
ま
わ

し
、
手
先
を
上
げ
よ
う
と
す
る
と
肩

関
節
周
囲
に
激
痛
が
は
し
り
ま
す
。

症
例
　
８５
歳
　
男
性

症
状
　
長
年

の
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者

様
か
ら

の
電
話
相
談

で
す
。
夫
が
約

３
か
月
前
に
寝
違
え
を
起

こ
し
た
よ

う

で
、

以
来
、
首
か
ら
肩
ま
わ
り
、

と
く
に
後
頚
部

の
筋
肉
、
一月
の
関
節

が
ひ
ど
く
痛
む
と
の
こ
と
。
後
頚
部

`

=

●

類似品にご注意下さい

サナモアA(緑印)、 B(赤印)、 C(青印)、 D(黄印)カ ーボ
ンは、その使用法を書いた著書「光線療法学」ともどもご愛

用者各位の御信頼を戴き、全国津々浦々まで高い評価を受け

ておりますことはご存じの通りです。

ところが他社製カーボンに「光線療法学」をセットしたり、

当社が独自に広めたカーボンの呼び名の A、 B、 C、 Dや

緑印、赤印、青印、黄印を勝手に流用したり、あたかもサナモ

アと同じと見せ掛けて販売 している業者がいます。もとより、

このような道理にもとる人をあざむく行為は断して許 される

ものではありませんが、当社としては他社製カーボンを使用

した場合の効果について一切の責任は持てませんので呉々も

ご注意下さい。

なおカーボンについて疑間の点がありましたらお問い合わ

十井
~「
六 |ヽ‐
'｀・°         m東 京光線メディカル

~゛
■
~

″●
進ゴ

健康と光線

と
肩
関
節
周
囲
を
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で

照
射
し
て
い
る
が
な
か
な
か
改
善
せ

ず
、
他

の
施
術
も
試
し
て
み
た
が
良

く
な
ら
な

い
た
め
、
ど

の
よ
う
に
光

線
照
射
を
行

っ
た
ら
よ

い
か
質
問
さ

れ
ま
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、

こ
れ
ま
で
通

り

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
に

て
、
患
部

で

あ
る
後
頚
部
と
肩
関
節

の
照
射
を
指

示
。
た
だ
し
、
肩
関
節
に
つ
い
て
は
、

肩
を
後
方
か
ら
触
れ
て
少
し
陥
没
す

る
部
位

（上
腕
骨
頭
が
入
り
込
む
箇

所
）
を
中
心
に
光
線
が
当
た
る
よ
う

説
明
し
た
。

約

一
か
月
後

の
電
話
報
告

で
は
、
・

光
線
治
療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
嘘
の

よ
う
に
肩
関
節

の
痛
み
が
和
ら
ぎ
、

良
く
な

っ
て
き

て
い
る
と
話
さ
れ
、

光
線
照
射
は

ツ
ボ

に
当
た
る
と
す
ぐ

に
効
果
が

で
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し

た

と
ご

夫
妻

で
大
変

喜
ば

れ

て

い

た
。
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一一ヽ
ハ
一

一贈
選

閂
匡
圏

肩
関
節
炎
が
サ
ナ
モ
ア
で
　
　
　
一

治
り
ま
し
た
一

北
海
道

寺
島
　
世
津
様

出
し
た
の
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
で
し

た
。早

速
、
毎
日
、
患
部
で
あ
る
肩
に

４０
分
、

足
裏

に

３０
分
、

Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
で
照
射
し
た
と
こ
ろ
、
日
に
日

に
手
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
今

で

は
ラ
ジ
オ
体
操
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
好
き
な
庭
の
花

の
手
入
れ
も
で

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
何
で
も
サ
ナ
モ
ア

光
線

で
大
丈
夫
と
実
感
致
し
ま
し

た
。
光
線
に
感
謝
で
す
。

２
０
２
２
年

４
月
、
急
に
肩
関
節

が

痛

く

な

り
、
腕

が
上

が

ら

な
く

な

っ
た
た
め
、
病
院
を
受
診
し
た
と

こ
ろ
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
に
て
肩
関
節
炎

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
注
射
を
５
本
う

ち
ま
し
た
が
痛
み
は
よ
く
な
り
ま
せ

ん
。

医
師

か
ら

「
手

術

を

し
ま
す

か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
手
術

を
断
り
、
約
半
月
リ

ハ
ビ
リ
に
真
面

目
に
通

い
ま
し
た
。
な
か
な
か
完
治

と
は
な
ら
ず
、
自
宅

で
リ

ハ
ビ
リ
も

や

っ
て
み
ま
し
た
が
、
そ
の
時
思

い

明
匡
國
『
園

光
線
と
出
会
っ
て

ブ
ラ
イ
ダ
ル

エ
ス
テ
の
た
め

エ
ス

ピ
オ

（
Ｓ
‐
Ｐ
Ｉ
Ｏ
）

さ
ん

に
通

い

始
め
、
式
が
終
わ

っ
て
か
ら
も
痩
身

を
続

け

て

い
た
と

こ
ろ
妊

娠
が

発

覚
。
志

田
さ
ん
に
相
談
す
る
と
、
光

線
を
勧
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
体
調
不
良

に
効
き
、

妊
娠
中
も
可
能
と
の
こ
と
で
、
初
め

て
の
出
産

に
向
け
不
安
だ

っ
た
私
に

と

っ
て
と
て
も
あ
り
が
た

い
治
療

で

岩
手
県

Ｆ
名
希
望

し
た
。

１
～
２
週
に

一
度

の
ペ
ー
ス
で
仕

事
帰
り

に
光
線
を
浴
び

に
行
く
と
、

普
段

は
汗

を

か
き

に
く

い
の
で
す

が
、
た

っ
ぷ
り
汗
が
で
て
心
も
身
体

も
リ
フ
レ

ツ
シ

ユ
で
き
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。
光
線

の
お
か
げ

で
つ
わ
り

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
周
り
の
人
か
ら

も

「
元
気
な
妊
婦
だ
ね
」
と
言
わ
れ

線
を
浴
び
、
無
事
に
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
後
、
も
う

一
人
欲
し
か

っ
た

の
で
す
が
数
か
月
で
き
ず
、
久
し
ぶ

り
に
光
線
を
浴
び
る
と
、
な
ん
と
す

ぐ
に
妊
娠
―
と
て
も
驚

い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
二
人
目
の
時
は
上

の
子
と
四
六
時
中

一
緒
で
、
家
も
遠

か

っ
た
た
め
通
う

こ
と
が

で
き
ず
、

少
々
つ
ら
い
妊
婦
生
活
で
し
た
。
大

船
渡
に
住
ん
で
い
れ
ば
と
何
度
も
思

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
、
二
人
目
を
妊
娠

中
で
す
。
今
回
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、

高
齢
妊
婦
生
活
で
す
。
な
ん
と
か
無

事
に
出
産
で
き
る
よ
う
光
線
の
力
を

借
り
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

光
線
と
出
会

い
、
不
安
な
妊
婦
生

活
に
安
心
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
、

こ

の
光
線
に
出
会
え
る
こ
と
を
望
ん
で
一

い
ま
す
。
　
・

て
い
ま
し
た
。
里
帰
り
す
る
ま
で
光

　

更
に
二
人
の
子
育

て
を
し
な
が
ら
の

.      ″ ミ́rヽ、
―      _∠ :1`/  ` ヽ

電χ■
ひ な た

日向家のお母 さん と子供

燃
え
残
し
な
く
使
い
き
れ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
に
は
、
従
来
か
ら
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
カ
ー
ボ
ン
と
接

続
可
能
な
ジ

ョ
イ

ン
ト
カ
ー
ボ

ン
が
あ
り
ま
す
。
後
者
の
カ
ー
ボ
ン
は
、

燃
え
残
し
部
分
の
カ
ー
ボ
ン
を
新
し
い
カ
ー
ボ

ン
と
接
合
す
る

こ
と
で
、

あ
ま
す
こ
と
な
く
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

ご
愛
用
者
さ
ま
か
ら
の
声
に
お
応
え
す
る
た
め
、
研
究
を
重
ね
た
末
に

完
成
し
た
ジ

ョ
イ

ン
ト
カ
ー
ボ

ン
は
、
石
油
が
原
材
料

の
カ
ー
ボ
ン
を
完

全

に
使

い
切
る
た
め
、

エ
コ
に
も

一
役

買

っ
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

安
全

に
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

（Ｈ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
）を
ご
使
用
頂
く
た
め
に

使
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
は
、
ジ

ョ
イ

ン
ト

カ
ー
ボ

ン
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、

く

れ
ぐ
れ
も
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
す
。

IT▼
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火
傷
等
の
重
大
事
故
発
生
の
危
険
性

が
高
い
た
め
、
ご
使
用
に
は
な
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
不
正
に
改
造
さ
れ

た
当
社
製
品
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

て
も
、
当
社
と
し
て
は
、　
一
切
の
責

任
を
負

い
か
ね
ま
す
。

当
社
は
、
不
正
改
造
品
が
流
通
し

な
い
よ
う
対
策
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
お
客
様

に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
十
分
ご
留
意

の
ほ
ど
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
の
日

（３
月
７
日
）

平
素
よ
り
、
サ
ナ
モ
ア
を
ご
愛
顧

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

前
号
に
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
あ

る
い
は
他
の
ル
ー
ト
で
流
通
し
て
い

る
中
古

の
光
線
治
療
器
に

つ
い
て
、

弊
社
と
し
て
の
方
針
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
違

法
に
改
造
さ
れ
た
危
険
な
光
線
治
療

器

の
存
在
を
確
認
し
ま
し
た

の
で
、

改
め
て
注
意
喚
起
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

当
該
製
品
は

『
は
つ
ら

つ
さ
ん
２

号
自
動
型

（
２
０
０
１
年
製
）
』
で
、

改
造

は
複
数
箇
所

に
わ
た
り
ま
す

（下
記
）
。
改
造
は

『医
薬
品
、
医
療

機
器
等

の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全

性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（薬
機

法
）
』
に
触
れ
る
行
為
で
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
火
災
、
火
傷
等

の
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
性
が
極
め
て
高
い

こ
と
か
ら
、
弊
社
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
違
法
な
改
造
行
為
を
断

固
許
さ
な
い
所
存
で
お
り
ま
す
。

【改

造

さ

れ

た

箇

所

】

①
安
全
ネ

ッ
ト
の
固
定
ネ
ジ
が
外
さ

れ
、

マ
グ
ネ

ッ
ト
に
よ
る
脱
着
式
に

改
造
さ
れ
て
い
る
。

②
安
全
ネ

ッ
ト
の
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ

チ
レ
バ
ー
が
折

り
曲
げ

ら
れ

て

い

る
。

③
照
射
部
内
部

の
安
全
に
関
す
る
コ

ー
ド
が
抜
か
れ
て
い
る
。

∧
〔
安
全
装
置
が
作
動
せ
ず
、
安
全

ネ

ッ
ト
が
開
い
て
い
て
も
ア
ー
ク
放

電
が
行
わ
れ
る
た
め
非
常
に
危
険
な

状
態
と
な

っ
て
い
る
．

弊
社
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
危
険
な
光
線
治
療
器
は
回
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
万
が

一
、
見
か
け
た
場
合
に
は
、

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
弊
社

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
中
占
品
の
な
か
に
は
、
弊

社
が
認
識
し
て
い
な
い
改
造
が
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
火
災
、

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
日
光
が
健
康
を
増
進
す

る
自
然
の
恵
み
の
源
泉
で
あ
り
、
病
気
の
予
防
、
治

療
に
効
果
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
光
線
療
法
の

啓
蒙
、
普
及
活
動
に
努
め
、
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
に

貢
献
し
ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会
は
、
サ
ナ
モ
ア
に
対
す
る
認

知
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、

一
、
「健
康
と
光
線
」
の
発
行

二
、
講
演
会
の
開
催

三
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
の
養
成

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

光
線
療
法
普
及
協
会

医
学
博
士

宇
都
宮
　
正
範

「
健
康
と
光
線
」
の
購
読
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
事
業
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
剛
　
東
京
都
目
黒
区
日
黒
１
１
２３
１
＝

晃

線

療

法

普

及

協

会

ＴＥＬ

田

五

七

五

九

―

六

三

二

三

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
上
し
ま
す
。）

gl翻
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ヽ____」

お

願

い

・改
造
が
疑
わ
れ
る

光
線
治
療
器
を
見
か
け
た
ら
A

△

弊
社
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を

広
く
啓
蒙
、
普
及
す
る
た
め
、
昨
年

の
創
業

９０
周
年
を
記
念
し
て
、
３
月

７
日
を
サ
ナ
モ
ア
の
日
と
致
し
ま
し

た
。本

年

の
３
月
６
・
７
・
８
日
に
サ
ナ

モ
ア
カ
ー
ボ

ン
ま
た
は
光
線
治
療
器

を
お
買

い
上
げ
、
ま
た
は
ご
注
文

い

た
だ

い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
、

１０

名

の
方

に
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
ま
た

は
健
康
関
連
商
品
を
プ

レ
ゼ

ン
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
代
理
店
様
を
通
し
て
ご
注

文
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。


